中学生用　　　　　振り返りシート　～原子力災害編～
　　　　　　　　　中学校　　　年　　組　名前　　　　　　　　　　

原子力災害時には、原子力発電所からの距離に応じて防災対策が異なっており、地域（区域）に分けられています。地域（区域）と発電所からの距離の正しい組み合わせを線で結びましょう。

①　屋内退避計画地域　・　　　　　　　　　　　・　おおむね５ｋｍ
　
②　避難準備区域　　　・　　　　　　　　　　　・　おおむね５～30ｋｍ

③　即時避難区域　　　・　　　　　　　　　　　・　おおむね30～50ｋｍ


④　土曜日の部活動を終えたあなたは、友達と一緒に帰りました。学校を出て３～４分後、大きな地震が起こりました。すぐに防災放送で、「となりの市で原子力災害が発生したため、屋内退避」の指示が出されました。周辺は、あわてて家に帰る住民たちで騒然としています。地域のおじさんが、「建物に入れば安全だから、急いで帰れ。」と教えてくれました。あなたの家は歩いて15分、友達の家は歩いて10分かかります。
この後、受ける放射線の量を少なくするための行動として、一番適切なもの１つに○をつけましょう。
[bookmark: _GoBack]　（　）　すぐ近くにある屋根付きのバス停に入る。　原子力災害による放射線から身を守るには、すばやく行動することが重要である。また、コンクリート等の放射線を遮蔽できる頑丈な建物に入ることが有効である。
　したがって、現在地から近く、頑丈な学校に戻る方がよい。

　（　）　走って家に帰る。
　（　）　友達の家に寄せてもらう。
　（○）　学校に戻る。

☆　防災学習を通して思ったことや考えたことを書きましょう。


